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「
環
境
に
や
さ
し
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
神
埼

市
で
は
、
千
代
田
文
化
会
館
・
千
代

田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
と
本
庁
南
新
館

へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
取
り

付
け
を
終
え
、
２
月
５
日
、
千
代
田

文
化
会
館
「
は
ん
ぎ
ー
ホ
ー
ル
」
で

稼
動
式
を
行
い
ま
し
た
。

稼
動
式
で
は
、
市
長
が
「
地
球
温

暖
化
防
止
と
い
う
世
界
的
目
標
に

沿
っ
て
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
推

進
す
る
た
め
、
公
共
施
設
に
取
り
付

け
た
。
今
回
の
設
置
で
神
埼
市
地
球

温
暖
化
対
策
実
行
計
画
に
掲
げ
る
Ｃ

Ｏ
２
の
削
減
目
標
値
６
％
（
平
成　
１８

年
度
比
）
に
対
し
３
・
３
％
、　

ト
５６

ン
を
削
減
す
る
こ
と
と
な
る
。」と
あ

い
さ
つ
。
市
長
ら
が
ス
イ
ッ
チ
を
押

し
、
太
陽
光
発
電
が
始
ま
り
ま
し
た
。

文
化
会
館
に
は
太
陽
光
電
池
パ
ネ

ル
６
０
０
枚
が
取
り
付
け
ら
れ
、
年

間
電
気
削
減
見
込
み
は　

万
７
千
キ

１１

ロ
ワ
ッ
ト
。
文
化
会
館
電
気
使
用
量

の
約　

％
に
相
当
し
ま
す
。
ま
た
、

５０

南
新
館
は
パ
ネ
ル
１
５
０
枚
で
、
電

気
削
減
は
２
万
８
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

見
込
み
。
本
庁
南
新
館
年
間
使
用
量

の
約
９
％
に
相
当
し
ま
す
。

総
事
業
費
は
約
９
千
５
８
０
万
円
。

国
の
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て
設
置

し
ま
し
た
。

文
化
会
館
や
南
新
館
入
口
に
は
シ

ス
テ
ム
の
表
示
板
が
取
り
付
け
ら
れ
、

「
現
在
の
発

電
力
」「
シ
ス

テ
ム
の
仕
組

み
」
な
ど
を

分
か
り
や
す

く
表
示
し
て

い
ま
す
。

神
埼
市
と
神
埼
警
察
署
は
、
公

平
・
公
正
な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、

市
が
行
う
契
約
な
ど
行
政
事
務
か
ら

暴
力
団
を
排
除
す
る
合
意
書
を
１
月

　

日
に
締
結
し
ま
し
た
。

２７

市
内
の
歴
史
、
文
化
遺
産
を
学
び
、

市
民
学
芸
員
を
育
て
る
「
神
埼
塾
」

の
修
了
式
が
２
月
６
日
に
あ
り
、
受

講
生　

人
に
学
芸
員
の
認
定
証
が
渡

５６

さ
れ
ま
し
た
。

神
埼
塾
は
昨
年
９
月
５
日
を
皮
切

り
に
延
べ
８
回
、　

時
間
に
わ
た
っ

３２

て
開
か
れ
ま
し
た
。
１
０
３
人
も
の

市
民
が
入
塾
し
、
旧
石
器
・
縄
文
時

代
か
ら
近
世
に
至
る
市
内
の
歴
史
、

民
話
や
動
植
物
ま
で
、
専
門
家
を
講

師
に
招
い
て
勉
強
し
ま
し
た
。

６
回
以
上
受
講
し
た
人
た
ち
に
は
、

学
芸
員
と
し
て
の
認
定
証
が
手
渡
さ

れ
、
歴
史
・
文
化
遺
産
を
活
か
し
た

農
業
経
営
の
発
展
と
、
明
る
い
家

庭
生
活
を
築
く
た
め
、
家
族
が
対
等

の
立
場
で
農
業
の
経
営
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
就
農
条
件
な
ど
の
取
り
決

め
を
行
う
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式

が
２
月
２
日
、
神
埼
市
役
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

協
定
を
結
ば
れ
た
の
は
、
千
代
田

町
の
垣
永
操
さ
ん
・
順
一
さ
ん
親
子

と
、
井
田
克
己
さ
ん
・
将
也
さ
ん
親

子
の
２
組
で
す
。

こ
れ
で
市
全
体
の
協
定
数
は
、
１

２
０
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
発

展
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
月　

日
に
は
一
日
が
か
り
で
現

１４

地
学
習
会
、
３
月
末
ま
で
に
市
内
の

歴
史
探
訪
・
観
光
マ
ッ
プ
を
新
た
な
視

点
で
作
成
、
来
年
度
は
自
分
た
ち
で

テ
ー
マ
を

選
ん
で
勉

強
会
を
重

ね
、
徐
々

に
現
場
で

の
案
内
が

で
き
る
よ

う
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し

て
い
き
ま

す
。
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合
意
書
で
は
、
工
事
や
市
営
住
宅

入
居
な
ど
市
が
行
う
契
約
に
あ
た
り
、

相
手
が
暴
力
団
で
あ
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
、
警
察
が
調
査
や
通
知
を
す

る
こ
と
、
排
除
措
置
を
と
っ
た
場
合

に
起
き
る
妨
害
や
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ

た
め
警
察
が
協
力
や
支
援
を
行
う
こ

と
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
印
に
あ
た
り
、「
み
や
き
町
の

（
暴
追
運
動
の
）
例
な
ど
も
あ
り
、

警
察
に
協
力
を
い
た
だ
け
る
こ
と
は

心
強
い
」
と
市
長
が
あ
い
さ
つ
。
吉

岡
初
彦
署
長
も
「
暴
力
団
を
行
政
事

務
か
ら
排
除
す
る
た
め
の
支
援
、
協

力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
決
意
を
示
し

ま
し
た
。
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１
月　

日
、
第　

回
吉
野
ヶ
里
ロ
ー

２４

１６

ド
レ
ー
ス　

神
埼
市
（
神
埼
市
体
育
協

in

会
・
佐
賀
新
聞
社
主
催
）
が
吉
野
ヶ
里

歴
史
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
外
か
ら
約
１,
３
５
０
人
が
参

加
し
、
暖
か
い
日
差
し
に
包
ま
れ
た
弥

生
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
走
る
選
手
の

皆
さ
ん
に
、
多
く
の
声
援
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

宝
く
じ
文
化
公
演
「
宗
次
郎
オ
カ

リ
ナ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
１
月　

日
２３

に
千
代
田
文
化
会
館
「
は
ん
ぎ
ー

ホ
ー
ル
」
で
開
か
れ
、
満
員
の
聴
衆

を
魅
了
し
ま
し
た
。

宗
次
郎
コ
ン
サ
ー
ト
が
神
埼
市
で

開
か
れ
る
の
は
、
吉
野
ヶ
里
フ
ェ
ス

タ
以
来　

年
ぶ
り
。
森
や
水
、
大
地

１９

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や

「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
な
じ
み
深
い
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
次
々
と
披
露
。
心
に
染

み
入
る
よ
う
な
透
明
感
の
あ
る
オ
カ

リ
ナ
の
音
色
に
、
会
場
か
ら
感
動
の

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
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各
種
目
の
優
勝
者
、
特
別
賞
の
受

賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 

（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
	



中
島　

哲
（
鳥
栖
工
業
高
校
）

�
�
�
�
�
�
�
	



板
木　

望
（
鳥
栖
高
校
）
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��平　

敏
治
（
戸
上
電
機
製
作
所
）
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��日
高　

幸
枝
（
ｅ
Ａ
福
岡
）

�
�
�
��

橋
本　

健
一
郎（
埼
玉
県
新
座
市
）

�
�
�
�
�
�

音
成　

市
次
（　

歳
、
神
埼
町
）

７８
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濱
田
耕
策
教
授
（
朝
鮮
史
）
は
百
済

か
ら
漢
字
と
儒
学
を
伝
え
た
と
さ
れ
る

 
王  
仁 
博
士
を
ま
つ
る
王
仁
神
社
や
有
明

わ 

に
海
を
通
じ
た
半
島
と
の
交
流
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
。

新
開
章
司
助
教
（
農
業
経
済
学
）
は
、

植
物
工
場
の
技
術
や
コ
ス
ト
が
す
で
に

実
用
段
階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
吉
野

成
美
さ
ん（
神
埼
中

３
年
生
）の
原
画
を

車
体
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
電
気
自
動
車

（
県
の
公
用
車
）も

市
役
所
前
で
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
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入
学
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
幼
児
交

通
安
全
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
２
月
２

日
に
神
埼
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
、

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
小
学

校
に
今
春
入
学
を
す
る
園
児
約
３
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
ア
ニ
メ
の

人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
登
場
。
一
緒

に
信
号
機
の
確
認
や
横
断
歩
道
の
渡

り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

大
学
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
成
果

を
地
域
住
民
に
紹
介
す
る
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
０　
in

神
埼
市
」
が
、
１
月　

日
に
神
埼
市
役

２０

所
で
行
わ
れ
、
九
州
大
学
の
２
人
が
講

演
、
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

８０

ま
た
、
会
場
の
外
に
並
ん
だ
白
バ

イ
や
パ
ト
カ
ー
に
も
乗
せ
て
も
ら
い
、

園
児
た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

今
大
会
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
に
志
水

見
千
子
さ
ん
（
ア
ト
ラ
ン
タ
・
シ
ド

ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
５
０
０
０

ｍ
日
本
代
表
）
を
迎
え
、
大
会
を
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
交
通
ル
ー
ル
の
大
切

さ
を
伝
え
る
映
画
の
上
映
や
警
察
音

楽
隊
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。
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千
代
田
中
学
校
で
は
２
月
４
日
、

立
志
式
が
行
わ
れ
、
２
年
生
１
１
４

人
が
、
将
来
の
夢
実
現
に
向
け
、
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

手
塚
秀
司
校
長
が
「
今
日
を
目
標

達
成
の
出
発
点
と
し
て
頑
張
っ
て
」

と
祝
辞
。
２
年
生
の
ク
ラ
ス
代
表
３

人
が
「
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
中
学

生
活
を
送
り
た
い
」「
努
力
を
重
ね
、

大
き
な
夢
を
実
現
し
た
い
」
な
ど
と

決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
に
は
保
護
者
や
来
賓
、
３
年
生

も
列
席
し
、
２
年
生
を
祝
福
し
て
い

ま
し
た
。

１
月
９
日
、
下
村
湖
人
生
家
広
場

で
「
第
３
回
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｈ
ち
よ
だ
次

郎
餅
つ
き
会
」
が
開
か
れ
、
子
ど
も

や
保
護
者
、
会
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
約

　

人
が
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

５０
初
め
て
餅
つ
き
を
す
る
子
ど
も
も

会
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

元
気
に
き
ね
を
振
る
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
お
な

か
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
」「
来
年
も
来
た

い
」
な
ど
と
、
楽
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者
か
ら
も

「
昔
な
が
ら
の
餅
つ
き
は
、
子
ど
も

に
も
い
い
体
験
で
し
た
」
と
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

１
月　

日
、
神
埼
双
葉
園
と
神
埼

２６

幼
稚
園
で
、「
神
埼
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
ふ
る
さ
と
緑
化
事
業
」
と
し
て
、

記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ

ン
バ
ー
、
園
児
、
保
護
者
な
ど
が
参

加
。
神
埼
双
葉
園
に
は
、
キ
ン
モ
ク

セ
イ
・
サ
ル
ス
ベ
リ
・
キ
ン
カ
ン
、

神
埼
幼
稚
園
に
は
、
ク
ヌ
ギ
・
シ
ラ

カ
シ
な
ど
が
贈
ら
れ
、
大
き
く
成
長

し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
「
大
き

な
木
に
な
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で
大

切
に
育
て
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を

伝
え
ま
し
た
。

千
代
田
中
部
小
学
校
５
年
生
の
児

童　

人
が
１
月　

日
、
千
代
田
町
内

４１

２１

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
手
作

り
野
菜
を
販
売
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
商
品
の
陳
列
の
仕

方
や
宣
伝
の
コ
ツ
も
勉
強
。
客
寄
せ

の
の
ぼ
り
旗
や
料
理
の
レ
シ
ピ
も
準

備
す
る
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
。

小
学
生
の
か
わ
い
い
呼
び
込
み
に

つ
ら
れ
て
お
客
さ
ん
が
次
々
に
訪
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
種
ま
き
か
ら
水
や
り
、

草
取
り
な
ど
を
し
て
育
て
た
大
根
１

４
５
本
を
は
じ
め
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

白
菜
な
ど
の
野
菜
は
約　

分
で
完
売

３０

し
ま
し
た
。
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ま
た
、
植
樹
後
に
は
、
み
ん
な
で

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
。

バ
ル
ー
ン
が
園
児
の
手
か
ら
一
斉
に

放
た
れ
、
大
空
へ
舞
い
上
が
る
と
、

会
場
は
園
児
た
ち
の
元
気
な
歓
声
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

同
日
、
神
埼
中
学
校
で
、　

日
に

１０

は
脊
振
中
学
校
で
も
立
志
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
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神
埼
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
神
埼

支
部
の
主
催
で
、
１
０
８
人
が
合
わ

せ
て
３
０
３
点
を
出
品
。
絵
画
、
写

真
、
書
、
手
芸
、
陶
芸
な
ど
の
作
品

の
ほ
か
、
珍
し
い
蝶
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
も
あ
り
ま
し
た
。

出
品
者
の
最
高
齢
は　

歳
の
山
口

９２

テ
イ
さ
ん
。
会
場
に
は
季
節
に
ふ
さ

わ
し
く
、
ひ
な
飾
り
な
ど
の
人
形
も

展
示
さ
れ
、
華
や
か
さ
を
添
え
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
３
日
に

は
囲
碁
、
将
棋
大

会
も
行
わ
れ
、
盤

上
に
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
に
よ
る
趣
味

の
作
品
展
が
、
２
月
３
日
か
ら
５
日

ま
で
神
埼
市
中
央
公
民
館
で
開
か
れ

ま
し
た
。
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「
地
区
紹
介
①
〜
⑯
」

平
成　

年
４
月
号
か
ら
平
成　

年

２０

２１

７
月
号
ま
で
掲
載
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��
��
��
��
��
��
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��
��
		




佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所
管
内

の
保
育
所
給
食
担
当
者
に
よ
る
、
施

設
で
評
判
の
一
品
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
で
、
神
埼
市
の
公
立
保
育
園

（
ち
よ
だ
、
西
郷
、
仁
比
山
保
育
園
）

の
「
大
豆
の
か
き
揚
げ
」
が
大
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

園
の
給
食
で
も
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と

な
っ
て
い
て
、
園
児
た
ち
も
喜
ん
で

食
べ
て
い

ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、

園
児
の
喜

ぶ
お
い
し

い
給
食
を

提
供
し
て

い
き
ま
す
。

��
��
��
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千
代
田
東
部
小
学
校
の
６
年
生
児

童
が
制
作
し
た
防
火
看
板
の
引
き
渡

し
式
が
２
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

防
火
看
板
は
「
春
の
火
災
予
防
運

動
」
を
控
え
、
神
埼
地
区
消
防
本
部

が
制
作
を
依
頼
し
て
い
た
も
の
で
、

制
作
を
希
望
し
た
児
童
８
人
が
昼
休

み
時
間
を
利
用
し
て
約
２
週
間
か
け

て
描
き
上
げ
ま
し
た
。

看
板
は
縦
1
・
8
㍍
、
横
2
・
7

㍍
。
代
表
し
て
槙
香
菜
子
さ
ん
が

「
校
区
内
の
文
化
財
・
下
村
湖
人
生

家
を
中
心
に
据
え
、
周
り
に
火
事
の

原
因
に
な
る
絵
を
描
い
て
、
防
火
を

呼
び
か
け
ま
し
た
」
と
制
作
の
狙
い

を
説
明
。
森
重
喜
消
防
長
が
感
謝
状

を
渡
し
、「
消
防
本
部
前
の
国
道
沿

い
に
掲
示
し
、
防
火
意
識
の
高
揚
に

役
立
て
た
い
」
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

神
埼
町
の
横
武
地
区
に
伝
わ
る
伝

統
行
事
「
百
手
祭
り
」
が
、
１
月　
２４

日
に
乙
竜
神
社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
年
間
の
無
病
息
災
、
五
穀
豊
穣

を
祈
る
行
事
で
、
神
事
を
行
っ
た
後
、

地
区
の
人
た
ち
が
交
代
し
な
が
ら
、

大
的
、
紙
的
、
菱
的
の
３
つ
の
的
に

向
け
て
、
竹
で
作
っ
た
矢
を
放
ち
ま

し
た
。

大
的
に
当
た
る
と
「
今
年
は
良
い

こ
と
が
あ
る
」、
紙
的
に
当
た
る
と

「
家
族
の
運
が
良
い
」、
菱
的
に
当

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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千
代
田
町
姉
地
区
に
伝
わ
る「
姉
の

七
福
神
」
が
２
月
７
日
に
あ
り
、
神
々

が
地
区
内
の
約　

軒
を
回
り
、
五
穀

８０

豊
穣
、
家
内
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

姉
地
区
に
３
０
０
年
以
上
も
前
か

ら
伝
わ
る
伝
統
行
事
。
宰
領
と
呼
ば

れ
る
案
内
役
を
筆
頭
に
、
大
黒
天
や

恵
比
寿
様
に
ふ
ん
す
る　

代
か
ら　

２０

６０

代
ま
で
の
男
性
が
伝
統
衣
装
を
ま
と

い
、
顔
も
ま
ゆ
や
ひ
げ
な
ど
に
伝
統

の
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
。
８
人
ず
つ
二
手

に
分
か
れ
て
午
後
３
時
か
ら
５
時
間

ほ
ど
か
け
て
家
を
訪
れ
、
招
福
の
口

上
を
述
べ
て
回
り
ま
し
た
。
各
家
庭

で
は
酒
肴
な
ど
で
も
て
な
し
て
神
様

た
ち
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
若
者
の
減
少
で
存
続

の
危
機
に
陥
り
ま
し
た
が
、
平
成　
１８

年
秋
に
地
区
民
が
七
福
神
保
存
会
を

結
成
、
現
在
、　

人
が
会
員
に
な
り
、

３６

伝
統
が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

平
成　

年
１
月
か
ら　

月
の
間
に

２１

１２

発
行
さ
れ
た
広
報
紙
な
ど
を
対
象
に

県
の
市
町
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ

れ
、「
市
報
か
ん
ざ
き
」
に
掲
載
し
た

写
真
と
地
区
紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
「
佳

作
」
に
な
り
ま
し
た
。

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�
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平
成　

年
８
月
号
表
紙

２１
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た
る
と
「
豊
作
」
に
な
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
て
、
的
に
矢
が
命
中
す
る
と
、

み
ん
な
か
ら
歓
声
や
拍
手
が
沸
い
て

い
ま
し
た
。

小�政敏さん（脊振町）
元脊振村議
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２
月　

日
、『
第
４
回
神
埼
市
青

１３

少
年
主
張
大
会
』（
神
埼
市
青
少
年
育

成
市
民
会
議
主
催
、
神
埼
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催
）
を
神
埼
市
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

児
童
・
生
徒
を
含
め
て
５
０
０
人

を
超
え
る
参
観
者
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
、
大
盛
会
の
主
張
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

応
募
者
数
は
、
市
内
の
各
小
学
校

の
５
、
６
年
生
、
各
中
学
校
の
１
、

２
年
生
、
神
埼
高
校
の
１
、
２
年
生
、

神
埼
清
明
高
校
の
１
、
２
年
生
、
西

九
州
大
学
生
の
代
表
、
新
成
人
の
代

表
の
合
計
１,
６
４
０
人
で
す
。

テ
ー
マ
は
、
家
族
、
私
の
夢
、
い

じ
め
、
友
だ
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
食
の
安
全
、
戦
争
と
平
和
、
環

境
問
題
な
ど
多
様
。
自
分
の
周
囲
の

こ
と
や
社
会
問
題
に
目
を
向
け
て
深

く
考
え
、
自
分
な
り
の
意
見
を
強
く

訴
え
る
と
共
に
、
前
向
き
に
積
極
的

に
取
り
組
む
決
意
を
表
し
た
し
っ
か

り
し
た
内
容
の
主
張
が
多
く
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

司
会
は
、
神
埼
清
明
高
校
２
年
生

の
木
原
朋
美
さ
ん
と
原
口
京
子
さ
ん
。

さ
す
が
に
放
送
部
員
、
美
し
く
歯
切

れ
の
い
い
声
で
臨
機
応
変
の
対
応
を

し
な
が
ら
、
名
司
会
ぶ
り
を
発
揮
し
、

主
張
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

青
少
年
の
主
張
で
は
、
市
内
小
・

中
学
生
、
神
埼
高
校
生
、
神
埼
清
明

高
校
生
、
西
九
州
大
学
生
、
新
成
人

の
代
表
者
の　

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

１４

心
の
こ
も
っ
た
力
強
い
主
張
を
し
ま

し
た
。

青
少
年
の
堂
々
と
し
た
発
表
に
、

参
観
者
か
ら
は
賞
賛
の
言
葉
が
聞
か

れ
て
い
ま
し
た
。

発
表
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�

特
別
出
演
と
し
て
、
千
代
田
西
部

小
学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
素

晴
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。全

国
大
会
で
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

だ
け
に
「
ド
レ
ミ
の
歌
」「
踊
り
明
か

そ
う
」「
崖
の
上
の
ポ
ニ
ョ
」
な
ど
を

見
事
に
演
奏
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の

区
長
会
、
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
、
子
ど
も
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
、
地
域
婦
人
連
絡
協

議
会
、
神
埼
地
区
の
保
護
司
会
、
少

年
補
導
員
連
絡
協
議
会
の
各
団
体
の

後
援
、
地
区
役
員
の
方
々
や
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

氏　　名学年学　校　名主　　張　　題　　目

山本　大誠６年西 郷 小 学 校家族を大切にしてくれる父１

川浪　夕佳６年仁 比 山 小 学 校平和な世の中に２

石丸　千博６年神 埼 小 学 校安心して囲める食卓を３

松尾　拓海６年千代田中部小学校戦争を起こさないために…４

末次　幸奈６年千代田西部小学校いじめをなくす第一歩５

佐藤なつき６年千代田東部小学校次郎のように強く、優しく６

弥富　龍之６年脊 振 小 学 校ぼくの夢７

綾部裕里子２年神 埼 中 学 校それが大事８

成富　冬美１年千 代 田 中 学 校今の自分を見つめて９

森田　勇矢２年脊 振 中 学 校美しいふるさとのために１０

山口　優美２年神 埼 高 校言葉がつなぐ輪１１

桑原　未果１年神 埼 清 明 高 校命の重さ
～みんなが幸せに生きられる社会へ～１２

大田黒亜麻１年西 九 州 大 学ソーシャルワークについて１３

亀川　勇樹代表新 成 人「二十歳を迎えて」１４
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佐藤 �４４�２９２５神埼市立図書館
千代田分館１０：２０～１０：５０３月０８日（月）おはなしケムケム

開 �０９０�７５３４�０３１０神埼市中央公民館
２階　和室

１０：３０～１１：００３月１０日（水）き ら ☆ き ら

石橋
 �０９０�１１９７�８６４２１４：００～１４：３０３月２７日（土）マ ザ ー グ ー ス
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東島 �５３�１０４７城 原 公 民 館安岡章太郎慈雨山 王 会０９：３０ 
 ～１１：３０

０２日（火）

３月
境 �５２�９９３４ＪＡ西郷支所宮本　輝血脈の火・流転の海　第３部若 菜 会１２日（金）

古賀 �４４�２８４９千 代 田 町
福祉センター武良布枝ゲゲゲの女房よしのこ会１３：３０ 

 ～１５：３０１７日（水）

杉山 �５３�４６６４神 埼 市
中 央 公 民 館宮本　輝流転の海　第１部新 樹 会０９：３０ 

 ～１１：３０１９日（金）

��������	
������ ※ホームページ（http://library.city.kanzaki.saga.jp/）
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